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⼩児の原因不明の急性肝炎について 

 
 先⽇、欧⽶において⼩児の原因不明の急性肝炎事例が多数発⽣していることが世界保健機構

（WHO）より報告されました。その発⽣原因の⼀つとしてアデノウイルスの関与も疑われてい

ますが、未だ明確な病因はわかっておらず、現在さらなる調査が進められています。 

 ⽇本でも同様の⼩児の急性肝炎の発⽣、あるいは増加を危惧する報道がなされていますが、

⽇本での発⽣事例と欧⽶での報告例との間に考慮すべき共通点があるのか、また、特定のウイ

ルス感染との関連性の有無に関しましては、現段階では不明です。 

 ⽇本では従来から年間 20 例前後の⼩児の重症急性肝炎症例が発⽣しており、その半数が A-

E 型肝炎ウイルスの関与が否定された成因不明例です。したがって⽇本で WHO の暫定症例定

義に合致した⾮ A-E 型の⼩児急性肝炎が発⽣した場合、欧⽶の肝炎流⾏例と類似した症例であ

るか否かを明らかにするためには、各症例について詳細な調査・研究を進める必要があります。

⽇本⼩児肝臓研究会および⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会では疑わしい症例について精査を⾏う

べく準備を進めています。 

 WHO からは、急性肝炎を判別する⽬安として⾎清 AST, ALT が⾼値（500 U/L 以上）であ

ることが⽰されていますが、重症の急性肝炎では他に⾎清ビリルビン値の上昇や⾎液凝固能の

低下といった検査値の特徴が現れることが⼀般的です。したがって、嘔吐や下痢、発熱といっ

た胃腸炎症状や感染症症状がみられる⼩児に肝機能異常、⻩疸、⾎液凝固能異常が認められる

場合は、⼩児の肝臓疾患診療に詳しい医療機関を早めに受診するようご留意下さい。お近くの

専⾨医療機関が不明な場合は添付した本研究会関連施設の名簿をご参照ください。ご不明な点

につきましては本研究会もしくは本学会事務局までお問い合わせ下さい。 
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